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『
君
子
総
證
』

『
君
子
為
稜
』
の
解
釈

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
・

0
0
五
年
十
二
月
）
に
は
、
『
君
子
為
證
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
『
君
子
為
證
』
に
は
、
孔
子
素
王
説
へ
と
発
展
し
て
行
く
興

味
深
い
記
述
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
『
君
子
為
證
』
に

対
す
る
筆
者
の
解
釈
を
示
し
た
上
で
、
孔
子
素
王
説
と
の
関
連
を

考
察
し
て
み
た
い
。

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
に
は
張
光
裕
氏
に
よ
る

『
君
子
為
證
』
の
釈
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
竹
簡
は

十
六
枚
で
あ
る
が
、
完
簡
は
二
枚
の
み
で
残
欠
が
多
い
。
簡
長
は

五
十
四

•
-
c
mか
ら
五
十
四
•
五

c
mの
間
で
、
編
餞
は
三
道
、
契

口
は
右
側
に
あ
る
。
も
と
も
と
の
篇
題
は
な
い
が
、
第
一
簡
中
か

ら
四
文
字
を
取
っ
て
『
君
子
為
證
』
と
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
張
光
裕
氏
の
釈
文
に
従
う
形
で
原
文
を
示
し
て

上
博
楚
簡

顔
淵
侍
於
夫
子
。
夫
子
日
、
同
、
君
子
為
證
、
以
依
於
仁
゜

顔
淵
作
而
答
日
、
同
不
敏
、
弗
能
少
居
也
。
夫
子
日
、
坐
、

吾
語
汝
。
言
之
而
不
義
、
」

(
1
)

口
勿
言
也
。
視
之
而
不
義
、
目
勿
視
也
。
聴
之
而
不
義
、
耳

勿
聴
也
。
動
而
不
義
、
身
母
動
焉
。
顔
淵
退
、
数
日
不
出
。

…
…
…
」

(
2
)

【
問
】
之
日
、
吾
子
何
其
惰
也
。
日
、
然
、
吾
親
聞
言
於
夫

子
、
欲
行
之
不
能
、
欲
去
之
而
不
可
。
吾
是
以
惰
也
。
―
顔
淵

侍
於
夫
子
。
夫
子
日
」

(
3
)

…
…
…
淵
起
、
違
席
日
、
敢
問
何
謂
也
。
夫
子
知
而
口
信
斯

人
、
欲
其
」

(
4
)

好
。
凡
色
母
憂
、
母
佛
、
母
作
、
母
謡
、
母
…
…
…
」
(
5
)

…
…
…
正
見
母
側
視
。
凡
目
母
遊
、
定
見
是
求
。
母
欽
母
去
、

聴
之
晉
徐
、
稲
其
衆
寡
」

(
6
)

と
孔
子
素
王
説

『
戦
国
楚
簡
研
究

2
0
0
 6』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
総
四
十
一
号
〉
）

平
成
十
八
年
十
二
月
五
六

I
七
五
頁

浅

野

裕
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顔
淵
侍
於
夫
子
。
夫
子
日
、
同
、
子
為
證
、
以
依
於
仁
゜

顔
淵
作
而
答
日
、
同
不
敏
、
弗
能
少
居
也
。
夫
子
曰
、
坐
、

吾
語
汝
゜
而
不
義
、
」

(
1
)

（
第
一
簡
•
第
二
簡
•
第
三
簡
の
墨
鉤
前
ま
で
）

(15) 
子
治
詩
書
…
…
…
」

(16)

…
雌
而
秀
。
緊
母
廂
、
母
澗
、
身
母
慨
、
母
静
、
行
母
抵
、

母
揺
、
足
母
墜
、
母
高
。
其
オ
…
…
」

(
7
)

…
…
…
廷
則
欲
齊
齊
、
其
在
堂
則
…
…
…
」

(
8
)

同
、
獨
知
人
所
悪
也
。
獨
貴
人
所
悪
也
。
獨
富
人
所
悪
也
。

貴
而
能
譲
、
口
斯
人
、
欲
其
尺
□
口
貴
□
…
…
…
」

(
9
)

…
…
…
昔
者
仲
尼
筑
徒
三
人
、
穿
徒
五
人
、
完
贄
之
徒
…
…

…」

(10)

非
子
人
。
子
羽
問
於
子
貢
日
、
仲
尼
輿
吾
子
産
執
賢
。
子
貢

日
、
夫
子
治
十
室
之
邑
亦
栗
、
治
萬
室
之
邦
亦
栗
。
然
則
…

…
…
」

(11)

執
賢
。
子
貢
日
、
舜
君
天
下
…
…
…
」

(12)

…
…
…
非
以
為
己
名
、
夫
…
…
…
」

(13)

…
…
…
□
非
以
己
名
、
然
則
賢
於
萬
也
。
契
舜
」

(14)

…
…
…
登
典
萬
執
賢
。
子
貢
日
、
萬
治
天
下
之
川
•
•
…
…
•
」

口
勿
言
也
。
視
之
而
不
義
、
目
勿
視
也
。
聴
之
而
不
義
、
耳

勿
聴
也
。
動
而
不
義
、
身
母
動
焉
。
顔
淵
退
、
敷
日
不
出
。

…
…
…
」

(
2
)

（注
1
)

【
問
】
之
日
、
吾
子
何
其
帝
也
。
日
、
然
、
吾
親
聞
言
於
夫

子
、
欲
行
之
不
能
、
欲
去
之
而
不
可
。
吾
是
以
痔
也
o

I

」（
3
)

顔
淵
、
夫
子
に
侍
す
。
夫
子
日
く
、
回
よ
、
君
子
は
礼
を
為

た

す
に
、
仁
に
依
る
を
以
て
す
と
。
顔
淵
作
ち
て
答
え
て
日
く
、

し
ば

回
は
不
敏
に
し
て
、
少
ら
く
も
居
る
こ
と
能
わ
ず
と
。
夫
子

日
く
、
坐
せ
、
吾
は
汝
に
語
げ
ん
。
之
を
言
い
て
不
義
な
れ

ば、」

(
1
)

口
は
言
う
勿
れ
。
之
を
視
て
不
義
な
れ
ば
、
目
は
視
る
勿
れ
。

之
を
聴
き
て
不
義
な
れ
ば
、
耳
は
聴
く
勿
れ
。
動
き
て
不
義

な
れ
ば
、
身
は
動
く
母
れ
と
。
顔
淵
は
退
き
て
、
数
日
出
で

ず
。
…
…
」

(
2
)

や
っ

之
に
問
い
て
日
く
、
吾
子
は
何
ぞ
其
れ
瘤
る
る
や
と
。
日
く
、

然
り
、
吾
は
親
し
く
言
を
夫
子
に
聞
く
に
、
之
を
行
わ
ん
と

欲
す
る
も
能
わ
ず
、
之
を
去
ら
ん
と
欲
す
る
も
可
な
ら
ず
。

吾
は
是
を
以
て
帝
る
る
な
り
と
。
」

(
3
)

顔
淵
は
孔
子
先
生
の
お
側
に
控
え
て
い
た
。
先
生
は
、
回
よ
、

君
子
は
礼
を
行
う
と
き
に
、
仁
か
ど
う
か
を
基
準
に
す
る
も
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の
だ
と
言
わ
れ
た
。
顔
淵
は
立
ち
上
が
っ
て
お
答
え
し
た
。

回
は
愚
昧
で
す
か
ら
、
短
い
間
も
実
践
は
で
き
ま
せ
ん
と
。

す
る
と
先
生
は
言
わ
れ
た
。
席
に
座
れ
、
わ
し
は
お
ま
え
に

教
え
て
や
ろ
う
。
も
し
そ
の
場
で
発
言
す
る
こ
と
が
義
で
は

な
い
と
判
断
し
た
な
ら
ば
、
口
を
閉
ざ
し
て
言
葉
を
発
し
て

は
な
ら
な
い
。
も
し
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
義
で
は
な
い
と
判

断
し
た
な
ら
ば
、
目
を
そ
ら
し
て
見
て
は
な
ら
な
い
。
も
し

そ
れ
を
聞
く
こ
と
が
義
で
は
な
い
と
判
断
し
た
な
ら
ば
、
耳

を
ふ
さ
い
で
聞
い
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
そ
の
場
で
動
く
こ

と
が
義
で
は
な
い
と
判
断
し
た
な
ら
ば
、
じ
っ
と
し
て
身
体

を
動
か
し
て
は
な
ら
な
い
と
。
そ
う
教
え
ら
れ
た
顔
淵
は
退

出
し
て
、
数
日
間
部
屋
か
ら
出
て
こ
な
か
っ
た
。
…
…
…
（
心

配
し
た
門
人
仲
間
が
部
屋
を
訪
ね
て
）
顔
淵
に
質
問
し
た
。

あ
な
た
は
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
も
や
つ
れ
た
の
か
と
。
顔
淵

は
答
え
た
。
そ
う
な
ん
だ
。
私
は
直
接
孔
子
先
生
か
ら
教
え

を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
さ
り
と
て
先
生
の
教
え
を
忘
れ
去
る
こ
と
も
で
き
な

い
で
い
る
。
だ
か
ら
私
は
（
そ
の
狭
間
で
）
憔
悴
し
て
し
ま

っ
た
ん
だ
と
。

（
第
三
簡
の
墨
鉤
後
•
第
九
簡
A
•
第
四
簡
•
第
九
簡
B
)

張
光
裕
氏
の
排
列
は
先
に
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
陳
剣
《
談

談
《
上
博
（
五
）
》
的
竹
簡
分
篇
・
併
合
与
編
聯
問
題
》
（
武
漢
大

学
簡
吊
研
究
中
心
・
簡
吊
網

2
0

0

 6年
2
月
1

9
日
）
は
、
そ

れ
に
疑
念
を
呈
し
、
第
一
簡
•
第
二
簡
•
第
三
簡
•
第
九
簡
•
第

四
簡
と
す
る
排
列
の
組
み
替
え
案
を
提
出
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
陳
偉
《
《
君
子
為
證
》

9
号
簡
的
綴
合
問
題
》
（
武

漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
•
簡
吊
網
2

0

0

 
6
年
4
月
1
6
日
）
は
、

第
九
簡
を
「
同
、
獨
知
人
所
悪
也
。
獨
貴
人
所
悪
也
。
獨
富
人
所

悪」

(
9
A
)

と
「
也
。
貴
而
能
譲
、
【
則
】
斯
人
欲
其
長
貴
也
。

富
而
…
…
…
」

(
9
B
)

の
二
つ
に
分
け
た
上
で
、
第
三
簡
の
墨
鉤

後
•
第
九
簡

A

・
第
四
簡
•
第
九
簡
B

と
す
る
排
列
案
を
提
示
し

た
。
確
か
に
基
本
的
に
は
妥
当
な
見
解
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ

こ
で
は
陳
偉
氏
の
案
に
従
う
形
で
解
釈
を
行
う
。

富
而
…
…
…
」

顔
淵
侍
於
夫
子
。
夫
子
日
」

(
3
)

同
、
獨
知
人
所
悪
也
。
獨
貴
人
所
悪
也
。
獨
富
人
所
悪
【
也
】

…
…
…
」

(
9
A
)

（注
2
)

…
…
…
【
顔
】
淵
起
違
席
日
、
敢
問
何
謂
也
。
夫
子
知
而
【
能
】

信
、
斯
人
欲
其
」

(
4
)

也
。
貴
而
能
譲
、
【
則
】
斯
人
欲
其
長
貴
也
。

(
9
B
)
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顔
淵
、
夫
子
に
侍
す
。
夫
子
日
く
、
」

(
3
)

回
よ
、
独
知
は
人
の
悪
む
所
な
り
。
独
貴
は
人
の
悪
む
所
な

り
。
独
富
は
人
の
悪
む
所
な
り
。
…
…
…
」
(
9
A
)

…
…
…
顔
淵
起
ち
て
席
を
瀧
え
て
日
く
、
敢
て
問
う
、
何
の

謂
ぞ
や
と
。
夫
子
は
知
な
る
も
能
く
信
な
れ
ば
、
斯
人
は
其

の
…
…
を
欲
す
る
」

(
4
)

な
り
。
貴
な
る
も
能
＜
譲
ら
ば
、
則
ち
斯
人
は
其
の
長
く
貴

た
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
な
り
。
富
む
も
…
…
…
」

(
9
B
)

顔
淵
は
孔
子
先
生
の
お
側
に
控
え
て
い
た
。
先
生
は
言
わ
れ

た
。
回
よ
、
飛
び
抜
け
て
知
者
な
の
は
衆
人
に
憎
ま
れ
る
。

飛
び
抜
け
て
地
位
が
高
い
の
は
衆
人
に
憎
ま
れ
る
。
飛
び
抜

け
て
金
持
ち
な
の
は
衆
人
に
憎
ま
れ
る
。
…
…
…
顔
淵
は
立

ち
上
が
る
と
席
を
踏
み
越
え
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。
敢

て
お
尋
ね
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
先

生
は
知
者
で
す
が
（
人
を
欺
い
た
り
せ
ず
）
誠
実
に
他
人
に

応
接
し
ま
す
か
ら
、
接
し
た
人
々
は
…
…
と
願
い
ま
す
。
地

位
が
高
く
て
も
謙
譲
な
態
度
で
応
対
し
ま
す
か
ら
、
接
し
た

人
々
は
長
く
高
い
地
位
に
い
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。
富
ん

で
い
て
も
…
…
…

(
8
)
 

好
。
凡
色
母
憂
、
母
桃
、
母
作
、
母
揺
、
母
…
…
…
」

(
5
)

…
…
…
正
見
母
側
視
。
凡
目
母
遊
、
定
見
是
求
。
母
欽
母
去
。

聴
之
晉
徐
、
稲
其
衆
寡
」

(
6
)

…
聴
而
秀
。
肩
母
廂
、
母
澗
。
身
母
慨
、
母
偕
。
行
母
抵
、

母
揺
。
足
母
墜
、
母
高
。
其
在
…
…
」
(
7
)

（注
7
)

…
…
…
【
其
在
】
廷
則
欲
齊
齊
、
其
在
堂
則
…
…
…
」

好
。
凡
そ
色
は
憂
う
る
母
れ
、
佛
し
く
す
る
母
れ
、
作
ず
る

母
れ
、
揺
ら
す
母
れ
、
母
…
…
…
」

(
5
)

…
…
…
正
見
し
て
側
視
す
る
母
れ
。
凡
そ
目
は
遊
ぶ
こ
と
母

く
、
定
見
を
是
れ
求
む
。
欽
む
こ
と
母
＜
去
る
こ
と
母
く
、

は
か

之
を
聴
く
に
晉
徐
た
り
て
、
其
の
衆
寡
を
称
る
」

(
6
)

…
聴
而
秀
。
肩
は
廃
す
母
れ
、
網
ら
す
母
れ
。
身
は
偲
む
母

れ
、
偕
う
母
れ
。
行
は
眠
す
母
れ
、
揺
く
母
れ
。
足
は
墜
る

母
れ
、
高
ぐ
る
母
れ
。
其
れ
…
…
に
在
れ
ば
」

(
7
)

…
…
…
【
其
の
】
廷
に
【
在
れ
ば
】
則
ち
斉
斉
た
ら
ん
と
欲

し
、
其
の
堂
に
在
れ
ば
則
ち
…
…
…
」
(
8
)

好
。
お
よ
そ
顔
色
容
貌
は
、
憂
い
顔
を
し
て
は
な
ら
ず
、
浮

か
れ
顔
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
お
ず
お
ず
と
恥
ず
か
し
げ
に

（
第
五
簡
•
第
六
簡
•
第
七
簡
•
第
八
簡
）
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し
て
は
な
ら
ず
、
偉
そ
う
に
体
を
ゆ
す
っ
て
は
な
ら
な
い
。

…
…
ま
っ
す
ぐ
前
を
見
て
脇
見
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
お
よ

そ
目
は
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
し
て
は
な
ら
ず
、
視
線
を
定
め
る
こ

と
に
心
が
け
る
。
そ
の
場
に
か
が
み
込
ん
で
は
な
ら
ず
、
そ

の
場
か
ら
離
れ
て
は
な
ら
な
い
。
呼
び
出
さ
れ
た
ら
ゆ
っ
く

り
進
み
、
（
そ
の
後
の
行
動
の
遅
速
は
）
参
列
者
の
多
寡
に
応

じ
て
判
断
す
る
。
…
聴
而
秀
。
肩
を
落
と
し
て
は
な
ら
ず
、

肩
を
怒
ら
せ
て
も
い
け
な
い
。
身
体
を
か
が
め
て
は
な
ら
ず
、

に
や
に
や
笑
っ
て
は
な
ら
な
い
。
行
動
は
あ
た
り
を
見
回
し

て
は
な
ら
ず
、
ふ
ら
つ
い
て
は
な
ら
な
い
。
足
は
引
き
ず
っ

て
は
な
ら
ず
、
高
く
上
げ
す
ぎ
て
も
い
け
な
い
。
…
…
に
い

る
場
合
は
…
…
…
。
朝
廷
に
い
る
場
合
は
厳
粛
な
態
度
を
心

が
け
、
廟
堂
に
上
っ
た
場
合
は
…
…
…
。

（
第
十
簡
）

第
十
簡
は
『
君
子
為
證
』
に
占
め
る
位
置
が
全
く
不
明
で
あ
る
。

そ
こ
で
仮
に
こ
こ
に
置
い
て
解
釈
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

…
…
…
昔
者
仲
尼
筑
徒
三
人
、
窟
徒
五
人
、
完
贄
之
徒
…
…

…
」
(
1
0
)

…
…
…
昔
、
仲
尼
は
筑
徒
三
人
、
｛
弟
徒
五
人
、
莞
賛
の
徒
…

…
…
」
(
1
0
)

…
…
…
昔
、
仲
尼
に
は
…
…
に
優
れ
た
門
人
が
三
人
、
…
…

に
優
れ
た
門
人
が
五
人
、
…
…
に
優
れ
た
門
人
が
…
…
…

（
第
十
一
簡
•
第
十
五
簡
•
第
十
三
簡
•
第
十
六
簡
•

第
十
四
簡
•
第
十
二
簡
）

陳
剣
《
談
談
《
上
博
（
五
）
》
的
竹
簡
分
篇
・
排
合
与
編
聯
問
題
》

は
、
第
十
一
簡
•
第
十
五
簡
•
第
十
三
簡
•
第
十
六
簡
•
第
十
四

簡
•
第
十
二
簡
・
『
弟
子
問
』
第
二
十
二
簡
と
す
る
排
列
の
組
み
替

え
案
を
提
出
し
て
い
る
。
『
弟
子
問
』
第
二
十
二
簡
を
最
後
に
付
け

加
え
る
点
に
は
賛
同
し
が
た
い
が
、
そ
の
他
は
妥
当
な
見
解
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
従
う
形
で
解
釈
を
行
う
。

萬
治
天
下
之
川
」

(15) 

（注
8
)

行
人
子
羽
、
問
於
子
貢
日
、
仲
尼
典
吾
子
産
執
賢
。
子
貢
日
、

夫
子
治
十
室
之
邑
亦
栗
、
治
萬
室
之
邦
亦
栗
。
然
則
【
賢
於

子
産
】
」

(11)

突
。
奥
萬
執
賢
。
子
貢
日
、

□
以
為
己
名
。
夫
」
(
1
3
)

子
治
詩
書
（
注
10)
」
（
1
6
)
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亦
以
己
名
。
然
則
賢
於
萬
也
。
典
舜
（
注
ll)
」
（
1
4
)

執
賢
。
子
貢
日
、
舜
君
天
下
…
…
…
」

(12)

行
人
子
羽
、
子
貢
に
問
い
て
日
く
、
仲
尼
と
吾
が
子
産
と
は

執
れ
か
賢
な
る
や
と
。
子
貢
日
く
、
夫
子
は
十
室
の
邑
を
治

む
る
も
亦
た
楽
し
み
、
万
室
の
邦
を
治
む
る
も
亦
た
楽
し
む
。

然
ら
ば
則
ち
【
子
産
よ
り
も
賢
な
り
】
」

(11)

突
。
萬
と
は
執
れ
か
賢
な
る
や
。
子
貢
日
く
、
萬
は
天
下
の

川
を
治
め
」

(15)

□
以
て
己
が
名
と
為
す
。
夫
」

(13)

子
は
詩
書
を
治
め
」

(16)

亦
た
以
て
己
が
名
と
す
。
然
ら
ば
則
ち
萬
よ
り
も
賢
な
り
。

舜
と
は
」
(
1
4
)

執
れ
か
賢
な
る
や
。
子
貢
日
く
、
舜
は
天
下
に
君
た
り
て
…

…
…
」

(12)

行
人
子
羽
（
公
孫
揮
）
が
子
貢
に
訊
ね
た
。
仲
尼
と
我
が
鄭

の
子
産
と
で
は
、
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

子
貢
は
答
え
た
。
孔
子
先
生
は
わ
ず
か
十
戸
ほ
ど
の
村
を
治

め
て
も
楽
し
ま
れ
、
一
万
戸
の
国
を
治
め
て
も
ま
た
楽
し
ま

れ
た
。
し
て
み
れ
ば
孔
子
先
生
の
方
が
子
産
よ
り
も
優
れ
て

い
る
よ
。
そ
れ
で
は
萬
と
は
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
の
で
し

よ
う
か
。
子
貢
は
答
え
た
。
萬
は
天
下
の
河
川
を
改
修
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
名
声
を
獲
得
し
た
。
孔
子
先
生
は

『
詩
』
や
『
書
』
を
編
集
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
名
声

を
獲
得
し
た
。
し
て
み
れ
ば
孔
子
先
生
の
方
が
萬
よ
り
も
優

れ
て
い
る
よ
。
そ
れ
で
は
舜
と
は
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
子
貢
は
答
え
た
。
舜
は
天
下
に
天
子
と
し
て

君
臨
し
、
•
•
…
…
•
O

『
君
子
為
積
』
の
内
容

『
君
子
為
證
』
の
内
容
は
大
き
く
四
つ
に
分
類
で
き
る
。
第
一

簡
•
第
二
簡
•
第
三
簡
の
墨
鉤
前
ま
で
の
部
分
は
、
礼
の
実
践
に

関
す
る
顔
淵
の
説
話
で
あ
る
。
孔
子
は
顔
淵
に
向
か
い
、
礼
の
実

践
は
仁
に
基
づ
く
べ
き
だ
と
教
え
る
。
顔
淵
が
自
分
に
は
と
て
も

実
行
で
き
な
い
と
答
え
た
た
め
、
孔
子
は
よ
り
詳
細
に
実
践
法
を

教
授
す
る
。
そ
の
方
法
と
は
「
言
之
而
不
義
、
口
勿
言
也
。
視
之

而
不
義
、
目
勿
視
也
。
聴
之
而
不
義
、
耳
勿
聴
也
。
動
而
不
義
、

身
母
動
焉
」
と
、
不
義
か
否
か
を
基
準
に
行
動
を
選
択
せ
よ
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

初
め
に
は
「
君
子
為
證
、
以
依
於
仁
」
と
、
礼
の
根
本
は
仁
だ

と
言
っ
て
置
き
な
が
ら
、
後
で
不
義
か
否
か
を
基
準
に
せ
よ
と
言

う
の
は
、
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
作
者
は
、
礼
↑
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義
↑
仁
と
の
構
図
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
個
々
の
場
面

で
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
う
の
が
礼
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
に
は
、

そ
の
行
為
が
義
で
あ
る
か
不
義
で
あ
る
か
を
基
準
と
す
べ
き
で
あ

り
、
義
か
不
義
か
を
判
断
す
る
基
準
は
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
、

す
な
わ
ち
仁
を
基
準
に
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で

顔
淵
は
部
屋
に
引
き
こ
も
り
、
実
践
の
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
励
ん
だ
の
だ
が
、
少
し
も
実
行
で
き
ず
、
か
と
い
っ
て
師
匠
の

教
え
を
忘
れ
去
る
こ
と
も
で
き
ず
に
襖
悩
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の

説
話
は
、
次
に
示
す
『
論
語
』
の
内
容
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
。

(
A
)

顔
淵
問
仁
。
子
日
、
克
己
復
證
為
仁
。
一
日
克
己
復

證
、
天
下
蹄
仁
焉
。
為
仁
由
己
、
而
由
人
乎
哉
。
顔

淵
日
、
請
問
其
目
。
子
日
、
非
證
勿
視
、
非
證
勿
聴
、

非
證
勿
言
、
非
證
勿
動
。
顔
淵
日
、
同
雖
不
敏
、
請

事
斯
語
突
。
（
顔
淵
篇
）

(
B
)
子
日
、
同
也
、
其
心
三
月
不
違
仁
。
其
餘
則
日
月
至

焉
而
巳
突
。
（
宛
也
篇
）

(
C
)
子
日
、
吾
典
同
言
終
日
、
不
違
如
愚
。
退
而
省
其
私
、

亦
足
以
肢
、
同
也
不
愚
。
（
為
政
篇
）

(
D
)

子
日
、
同
也
非
助
我
者
也
。
於
吾
言
無
所
不
説
。
（
先

進
篇
）

先
頭
の

(
A
)

は
、
仁
を
め
ぐ
る
孔
子
と
顔
回
の
問
答
で
あ
る

点
で
、
『
君
子
為
證
』
の
説
話
と
大
き
な
共
通
性
を
示
す
。
さ
ら
に

仁
の
総
括
的
説
明
か
ら
、
仁
の
具
体
的
実
践
方
法
に
話
が
進
む
点

や
、
仁
が
礼
と
結
合
さ
れ
て
い
る
点
、
視
・
聴
・
言
•
動
の
四
つ

が
礼
を
実
践
す
る
眼
目
と
さ
れ
て
い
る
点
、
顔
回
が
自
分
は
無
能

だ
と
応
ず
る
点
な
ど
、
両
者
の
間
に
は
強
い
類
似
性
が
看
取
で
き

る。
『
論
語
』
で
は

(
B
)

の
よ
う
に
、
門
人
の
中
で
顔
回
だ
け
が

三
ヶ
月
も
の
間
仁
を
実
践
で
き
た
と
さ
れ
、
（
C
）
の
よ
う
に
孔
子

の
教
え
を
聞
い
て
退
出
し
た
後
は
、
教
え
を
実
践
で
き
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
る
に
『
君
子
為
證
』
の
側
で
は
、
孔
子
の
教
え
を

実
践
で
き
ず
、
さ
り
と
て
教
え
を
忘
れ
去
る
こ
と
も
で
き
ず
に
悩

み
続
け
る
顔
回
像
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
む
し
ろ
、
孔
子
の
言
で

あ
れ
ば
何
で
も
真
に
受
け
、
一
切
疑
問
を
感
じ
な
い

(
D
)

の
愚

直
な
顔
回
像
に
近
い
。

『
論
語
』
が
現
在
の
形
に
編
集
さ
れ
た
時
期
は
明
確
で
な
い
が
、

『
君
子
為
證
』
の
顔
淵
説
話
は
、
上
述
の
強
い
類
似
性
か
ら
判
断

し
て
、
少
な
く
も

(
A
)

の
よ
う
な
資
料
を
下
敷
き
に
し
て
、
そ

れ
を
説
話
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
『
君
子
為

證
』
は
、
『
論
語
』
の
成
立
過
程
を
研
究
す
る
上
で
貴
重
な
手
が
か

り
を
含
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

続
く
第
三
簡
の
墨
鉤
後
•
第
九
簡

A

・
第
四
簡
•
第
九
簡

B

の
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ま
と
ま
り
は
、
や
は
り
顔
淵
と
孔
子
の
問
答
で
あ
る
。
孔
子
は
顔

淵
に
対
し
、
独
知
•
独
貴
•
独
富
は
衆
人
か
ら
嫉
ま
れ
て
憎
し
み

を
買
う
存
在
だ
と
教
え
る
。
そ
れ
を
聞
い
て
異
常
に
興
奮
し
た
顔

淵
は
、
孔
子
先
生
は
知
者
で
は
あ
る
が
、
他
者
に
誠
実
に
接
す
る

か
ら
、
決
し
て
衆
人
か
ら
憎
ま
れ
て
は
い
な
い
と
異
議
を
唱
え
る
。

残
存
す
る
文
章
を
見
る
限
り
、
孔
子
は
独
知
•
独
貴
•
独
富
と

自
分
自
身
を
結
び
つ
け
て
は
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
顔
淵
が

独
知
と
孔
子
を
結
び
つ
け
る
以
上
、
第
九
簡
A
や
第
四
簡
の
残
欠

部
分
に
、
独
知
•
独
貴
•
独
富
と
自
分
と
を
結
び
つ
け
て
説
く
孔

子
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
疑
問

な
の
は
、
孔
子
と
独
知
は
容
易
に
結
び
つ
く
と
し
て
も
、
孔
子
と

独
貴
•
独
富
が
結
び
つ
き
に
く
い
点
で
あ
る
。
『
論
語
』
の
中
で
孔

子
は
、
魯
の
大
夫
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の

真
偽
は
と
も
か
く
、
独
貴
の
方
は
ま
だ
可
能
性
が
あ
ろ
う
（
注
1
2
)
0

だ
が
孔
子
と
独
富
が
結
合
す
べ
き
必
然
性
は
見
出
し
が
た
い
。
竹

簡
に
欠
損
部
分
が
多
い
た
め
、
こ
れ
以
上
の
詮
索
は
難
し
い
が
、

疑
問
が
残
る
点
で
あ
る
。

次
の
第
五
簡
•
第
六
簡
•
第
七
簡
•
第
八
簡
の
ま
と
ま
り
は
、

礼
の
具
体
的
実
践
方
法
を
詳
細
に
説
く
内
容
で
あ
る
。
顔
色
・
容

貌
や
身
体
の
細
か
な
動
き
ま
で
、
い
ち
い
ち
規
定
す
る
内
容
で
一

貫
し
て
い
て
、
前
後
の
問
答
形
式
の
説
話
類
と
は
性
格
が
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。
釈
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
礼
記
』
玉
藻
•
曲

礼
•
内
則
な
ど
の
諸
篇
と
関
連
す
る
記
述
が
多
く
、
『
礼
記
』
諸
篇

の
成
立
時
期
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
す
る
。

最
後
の
第
十
一
簡
•
第
十
五
簡
•
第
十
三
簡
•
第
十
六
簡
•
第

十
四
簡
•
第
十
二
簡
の
ま
と
ま
り
は
、
子
羽
と
子
貢
の
問
答
で
構

成
さ
れ
る
説
話
で
、
孔
子
素
王
説
へ
と
発
展
し
て
行
く
興
味
深
い

内
容
を
含
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
節
を
改

め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

孔
子
素
王
説
と
の
関
連

行
人
子
羽
は
子
貢
に
向
か
い
、
「
仲
尼
典
吾
子
裔
執
賢
」
と
、
仲

尼
と
鄭
の
子
産
と
は
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
か
と
訊
ね
る
。
子
羽

が
「
吾
子
裔
」
と
語
る
の
は
、
『
左
伝
』
襄
公
二
十
四
年
に
「
鄭
行

人
公
孫
揮
如
晉
聘
。
程
鄭
問
焉
日
、
敢
問
降
階
何
由
。
子
羽
不
能

封
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
子
羽
が
鄭
国
の
出
身
者
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
子
貢
は
、
「
夫
子
治
十
室
之
邑
亦
楽
、
治
萬
室
之
邦

亦
栗
。
然
則
【
賢
於
子
産
】
突
」
と
答
え
る
。
だ
が
こ
の
子
貢
の

発
言
に
は
、
幾
つ
か
の
疑
念
が
残
る
。

そ
の
第
一
点
は
、
孔
子
が
「
十
室
之
邑
」
を
治
め
た
と
す
る
史

料
が
な
く
、
ま
し
て
や
君
主
と
し
て
「
萬
室
之
邦
」
を
治
め
た
な

ど
と
す
る
史
料
が
ど
こ
に
も
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
十
室

之
邑
」
の
側
に
つ
い
て
は
、
『
論
語
』
の
中
に
「
子
日
、
十
室
之
邑
、
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必
有
忠
信
如
丘
者
焉
。
不
如
丘
之
好
學
也
」
（
公
冶
長
篇
）
と
の
記

述
が
あ
る
。
こ
れ
自
体
は
孔
子
が
「
十
室
之
邑
」
を
治
め
た
と
す

る
内
容
で
は
な
い
が
、
こ
の
記
述
を
拡
大
解
釈
し
て
、
孔
子
に
は

「
＋
室
之
邑
」
を
治
め
た
履
歴
が
あ
っ
た
と
す
る
話
を
捏
造
し
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
も
う
一
方
の
「
萬
室
之
邦
」
と
は
、
い
っ
た
い
何
を

指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
家
族
五
口
と
し
て
計
算
す
れ
ば
、

「
萬
室
之
邦
」
の
人
口
は
五
万
人
程
度
に
な
る
。
こ
れ
は
魯
よ
り

は
明
ら
か
に
小
国
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
「
邦
」
と
は
称
し
て
も
、

実
際
に
は
―
つ
の
城
邑
と
そ
の
周
囲
を
想
定
し
て
い
る
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
『
史
記
』
孔
子
世
家
に
「
其
後
定
公

以
孔
子
為
中
都
宰
。
一
年
四
方
皆
則
之
。
由
中
都
宰
為
司
空
、
由

司
空
為
大
司
寇
」
と
、
孔
子
が
中
都
の
宰
に
任
命
さ
れ
た
と
の
記

述
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。
魯
の
国
内
に
中
都
な
る
城
邑
が
存
在

し
た
こ
と
は
、
『
春
秋
』
や
『
左
伝
』
に
も
全
く
記
載
が
な
い
た
め
、

確
認
で
き
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
記
述
は
、
か
ね
て
か
ら
疑
問
視
さ

れ
て
き
た
。
も
し
か
す
る
と
孔
子
の
後
学
に
よ
っ
て
、
孔
子
が
中

都
を
統
治
し
た
と
す
る
話
が
捏
造
さ
れ
て
い
て
、
「
治
萬
室
之
邦
」

な
る
記
述
は
そ
れ
を
前
提
に
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
も
し

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
孔
子
の
履
歴
を
偽
装
す
る
作
業
は
、
孔
子
の

死
後
ほ
ど
な
く
開
始
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

第
二
の
疑
問
は
、
子
貢
が
孔
子
の
統
治
実
績
の
み
を
挙
げ
て
、

子
産
の
統
治
実
績
に
は
一
言
も
触
れ
ぬ
ま
ま
、
孔
子
の
方
が
優
れ

て
い
る
と
の
判
定
を
下
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
作
者
は
な
ぜ
こ
う

し
た
不
公
平
な
構
成
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
子
貢
が
孔
子
に

軍
配
を
揚
げ
た
理
由
は
、
「
楽
」
の
一
点
に
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
名

宰
相
と
謳
わ
れ
た
子
産
も
、
楽
し
み
な
が
ら
鄭
国
を
統
治
し
た
の

で
は
な
く
、
そ
の
鄭
国
統
治
は
憂
患
に
満
ち
た
も
の
だ
っ
た
と
す

る
話
が
、
言
わ
ず
も
が
な
の
前
提
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
国
の
晋
と
楚
の
間
に
あ
っ
て
内
紛
続
き
の
鄭
を
統
治
す
る
の

は
、
子
産
に
と
っ
て
確
か
に
苦
労
の
多
い
事
業
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
子
産
の
呻
吟
•
苦
心
が
自
明
の
前
提

に
な
る
ほ
ど
周
知
の
事
柄
と
し
て
、
人
口
に
謄
炎
し
て
い
た
痕
跡

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
子
産
の
治
績
に
一
切
触
れ
ず
に
孔
子
に

軍
配
を
揚
げ
る
構
成
は
、
や
は
り
均
衡
を
失
し
て
い
る
と
評
さ
ざ

る
を
得
な
い
。
恐
ら
く
作
者
は
、
子
産
が
孔
子
よ
り
劣
る
と
す
る

有
効
な
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
子
羽
は
、
「
奥
萬
執
賢
」
と
、
孔
子
と
夏
の
萬
王
と
は
ど
ち

ら
が
優
れ
て
い
る
か
と
訊
ね
る
。
こ
れ
に
対
す
る
子
貢
の
答
え
は
、

「
萬
治
天
下
之
川
、
口
以
為
己
名
。
夫
子
治
詩
書
、
亦
以
己
名
、

然
則
賢
於
萬
也
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
以
為
己
名
」
と
「
亦
以

己
名
」
と
の
評
価
は
両
者
に
共
通
す
る
か
ら
、
優
劣
の
差
は
「
萬
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治
天
下
之
川
」
と
「
夫
子
治
詩
書
」
の
違
い
か
ら
導
き
出
さ
れ
て

い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
天
下
の
河
川
を
治
め
た

萬
と
、
『
詩
』
『
書
』
を
治
め
た
孔
子
と
で
は
、
孔
子
の
側
が
優
れ

て
い
る
と
い
う
の
が
、
子
貢
の
論
理
な
の
で
あ
る
。

な
ぜ
天
下
の
河
川
を
治
め
た
萬
よ
り
も
、
『
詩
』
『
書
』
を
治
め

た
孔
子
の
方
が
優
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
論
拠
は
説
明
さ
れ
て
い

な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
強
い
て
推
測
す
れ
ば
、
萬
の
治
水
事
業

に
よ
り
天
下
の
人
民
は
安
心
し
て
定
住
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
が
、
孔
子
が
行
っ
た
『
詩
』
『
書
』
の
編
集
事
業
は
、

先
王
の
道
を
明
ら
か
に
し
、
後
世
の
君
主
た
ち
に
則
る
べ
き
教
化

の
指
針
を
与
え
た
の
だ
か
ら
、
孔
子
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
い
っ

た
論
法
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
萬
の
治
水
事

業
は
、
あ
く
ま
で
も
衣
食
住
と
い
っ
た
即
物
的
恩
恵
の
次
元
に
止

ま
る
が
、
孔
子
の
『
詩
』
『
書
』
編
集
事
業
は
、
人
倫
を
正
す
精
神

的
恩
恵
の
次
元
に
到
達
し
て
い
る
の
で
、
孔
子
の
方
が
優
れ
て
い

る
と
の
理
由
付
け
で
あ
る
。

続
い
て
子
羽
は
、
「
奥
舜
執
賢
」
と
、
孔
子
と
舜
と
は
ど
ち
ら
が

優
れ
て
い
る
か
と
訊
ね
る
。
こ
れ
に
対
す
る
子
貢
の
答
え
は
、
「
舜

君
天
下
」
の
四
文
字
し
か
存
せ
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
だ
が

全
体
構
成
か
ら
判
断
し
て
、
子
貢
の
結
論
が
「
賢
於
舜
也
」
と
、

舜
よ
り
も
孔
子
が
優
れ
て
い
る
と
す
る
内
容
だ
っ
た
こ
と
は
、
容

易
に
想
像
が
つ
く
。

そ
の
理
由
付
け
は
も
と
よ
り
不
明
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
舜
は

天
子
と
し
て
君
臨
し
、
天
下
全
体
を
所
有
し
て
名
声
を
獲
得
し
た

の
に
対
し
、
孔
子
は
寸
土
の
領
地
す
ら
所
有
し
な
か
っ
た
の
に
、

名
声
で
は
舜
を
凌
い
で
い
る
の
で
、
孔
子
の
方
が
優
れ
て
い
る
と

い
っ
た
説
明
だ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
説
話
は
、
子
産
↓
萬
↓
舜
と
、
孔
子
と
比
較
す
る
人
物
の

水
準
を
次
々
に
上
げ
て
行
く
構
成
を
取
る
。
最
初
の
子
産

(
?
S

前
五
二
二
年
）
は
、
鄭
の
名
宰
相
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
、
類

似
の
人
物
と
し
て
は
、
宰
相
と
し
て
斉
の
桓
公
の
覇
業
を
補
佐
し

た
管
仲

(
?
S
前
六
四
五
年
）
、
霊
公
・
荘
公
・
景
公
の
三
代
に
わ

た
り
宰
相
と
し
て
斉
の
君
主
を
補
佐
し
た
晏
嬰

(
?
S
前
五

0
0

年
）
、
晋
国
の
大
夫
と
し
て
内
政
・
外
交
に
活
躍
し
た
叔
向
な
ど
が

い
る
。
為
政
に
異
常
な
執
念
を
示
し
た
孔
子
に
と
っ
て
、
彼
ら
は

理
想
的
人
生
を
実
現
し
た
先
輩
と
し
て
、
憧
憬
の
対
象
、
羨
望
の

的
で
あ
っ
た
ろ
う
。

孔
子
も
彼
ら
と
同
様
の
地
位
の
獲
得
を
目
指
し
、
諸
国
を
流
浪

し
な
が
ら
各
国
の
君
主
に
登
用
を
求
め
た
の
だ
が
、
結
局
ど
こ
の

君
主
か
ら
も
ま
る
で
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
な
る
と
、
孔

子
が
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
夢
を
実
現
し
た
彼
ら
は
、
憧
れ
の
対
象

か
ら
、
一
転
し
て
嫉
妬
の
対
象
、
対
抗
心
を
燃
や
す
べ
き
相
手
へ

と
変
貌
す
る
。
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孔
子
の
後
学
た
ち
は
、
現
世
に
お
け
る
序
列
を
空
想
の
中
で
逆

転
さ
せ
、
不
遇
に
終
わ
っ
た
孔
子
の
人
生
を
救
済
せ
ん
と
す
る
ル

サ
ン
チ
マ
ン
（
復
讐
心
）
の
情
念
か
ら
、
『
君
子
為
證
』
の
よ
う
に
、

子
産
よ
り
も
孔
子
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
す
る
虚
構
を
生
み
出
し

た
の
で
あ
る
。
内
憂
外
患
の
極
め
て
困
難
な
状
況
の
下
、
巧
み
に

鄭
の
進
路
を
舵
取
り
し
て
名
宰
相
と
謳
わ
れ
た
子
産
と
、
生
涯
ま

と
も
な
官
職
に
あ
り
つ
け
ず
、
何
の
統
治
実
績
も
な
い
孔
子
を
比

較
し
、
子
産
の
治
績
に
は
一
切
触
れ
ず
に
、
孔
子
に
架
空
の
治
績

を
付
加
す
る
操
作
に
よ
っ
て
、
孔
子
は
子
産
よ
り
優
れ
て
い
る
と

む
り
や
り
結
論
づ
け
る
説
話
は
、
こ
う
し
て
誕
生
し
た
。

萬
と
孔
子
の
比
較
は
、
子
産
と
の
比
較
よ
り
も
格
段
に
僭
越
で

あ
る
。
萬
は
舜
帝
の
命
を
受
け
て
治
水
事
業
に
邁
進
し
、
九
州
を

定
め
た
。
後
に
そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
舜
か
ら
禅
譲
さ
れ
て
夏

王
朝
の
開
祖
と
な
る
。
唐
甕
と
虞
舜
、
及
び
夏
・
殷
・
周
三
代
の

王
朝
を
創
始
し
た
萬
•
湯
・
文
•
武
は
、
天
下
を
安
寧
に
統
治
し

た
理
想
的
な
古
代
帝
王
で
あ
り
、
後
世
の
王
が
則
る
べ
き
模
範
と

し
て
先
王
と
総
称
さ
れ
る
。
先
王
の
一
人
で
あ
る
萬
王
と
一
介
の

匹
夫
で
あ
る
孔
子
の
優
劣
を
比
較
す
る
発
想
自
体
が
、
度
を
超
し

て
不
遜
な
僭
越
で
あ
る
。
ま
し
て
や
萬
よ
り
も
孔
子
が
優
れ
て
い

る
と
す
る
に
至
っ
て
は
、
言
語
道
断
の
暴
論
で
あ
る
。

孔
子
が
萬
よ
り
も
優
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

の
は
、
「
治
詩
書
」
で
あ
る
。
「
治
」
は
『
詩
』
『
書
』
を
修
得
し

た
と
の
意
味
に
も
解
し
う
る
。
だ
が
萬
の
治
水
事
業
と
の
対
応
を

重
視
す
れ
ば
、
孔
子
が
『
詩
』
『
書
』
を
整
理
し
て
編
集
し
た
と
の

意
味
に
解
す
る
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
史
記
』
孔
子
世
家
は
、
「
孔
子
之
時
、
周
室
微
而
證
楽
腹
、
詩

書
映
。
追
迩
三
代
之
證
、
序
書
偲
、
上
紀
唐
虞
之
際
、
下
至
秦
謬
、

編
次
其
事
。
（
中
略
）
故
書
偲
證
記
自
孔
氏
」
と
、
孔
子
が
古
書
記

伝
を
整
理
し
て
、
上
は
唐
虞
か
ら
下
は
秦
の
穆
公
ま
で
の
事
績
を

編
次
し
直
し
た
と
記
す
。
ま
た
「
古
者
詩
三
千
餘
篇
。
及
至
孔
子
、

去
其
重
、
取
可
施
於
證
義
。
（
中
略
）
三
百
五
篇
」
と
、
三
千
余
篇

あ
っ
た
『
詩
』
を
孔
子
が
整
理
し
て
、
三
百
五
篇
の
形
に
編
集
し

た
と
も
記
す
。
今
回
の
『
君
子
為
證
』
の
発
見
に
よ
っ
て
、
孔
子

が
『
詩
』
『
書
』
を
編
集
し
た
と
す
る
虚
構
が
、
孔
子
の
死
後
ほ
ど

な
く
後
学
の
徒
に
よ
っ
て
捏
造
さ
れ
て
い
た
情
況
が
判
明
し
た
の

で
あ
る
。
な
お
竹
簡
は
「
治
詩
書
」
の
後
が
欠
損
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
本
来
の
文
章
が
「
治
詩
書
證
築
」
や
「
治
詩
書
證
楽
易

春
秋
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
（
注
1
3
)
0

『
君
子
為
證
』
の
僭
越
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
最
後
は

孔
子
と
舜
の
比
較
に
ま
で
及
ぶ
。
孔
子
が
舜
よ
り
も
優
れ
て
い
る

と
す
れ
ば
、
孔
子
は
一
介
の
民
間
人
で
あ
り
な
が
ら
、
先
王
す
ら

凌
ぐ
至
高
の
存
在
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
、

孔
子
素
王
説
を
築
く
橋
頭
堡
と
し
て
は
充
分
で
あ
ろ
う
。
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孔
子
素
王
説
の
形
成
過
程

こ
こ
で
孔
子
素
王
説
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
を
振
り
返
っ

て
み
よ
う
。
『
論
語
』
の
中
で
孔
子
は
、
次
の
よ
う
に
舜
や
萬
を
称

賛
し
て
い
る
。

(
1
)

子
日
、
銑
蝋
乎
、
舜
萬
之
有
天
下
也
、
而
不
典
焉
。

（
泰
伯
篇
）

(
2
)

子
日
、
無
為
而
治
者
、
其
舜
也
典
。
夫
何
為
哉
。
恭

己
正
南
面
而
已
突
。
（
衛
霊
公
篇
）

(
3
)

子
日
、
萬
吾
無
間
然
突
。
非
飲
食
而
致
孝
乎
鬼
紳
、

悪
衣
服
而
致
美
乎
倣
冤
、
卑
宮
室
而
盛
力
乎
溝
油
。
萬

吾
無
間
然
突
。
（
泰
伯
篇
）

し
た
が
っ
て
、
孔
子
自
身
に
自
ら
を
舜
や
萬
と
比
較
し
て
、
自

分
の
方
が
先
王
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
誇
る
思
考
が
な
か
っ
た
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
だ
が
子
貢
は
、
す
で
に
孔
子
の
存
命
中
か
ら

孔
子
を
聖
人
化
す
る
言
動
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

(
4
)
叔
孫
武
叔
毀
仲
尼
。
子
貢
日
、
無
以
為
也
。
仲
尼
不

可
毀
也
。
他
人
之
賢
者
丘
陵
也
。
猶
可
鍮
也
。
仲
尼
日

月
也
。
無
得
而
蹄
焉
。
人
雖
欲
自
絶
、
其
何
傷
於
日
月

四

乎
。
多
見
其
不
知
量
也
。
（
子
張
篇
）

(
5
)

大
宰
問
於
子
貢
日
、
夫
子
聖
者
奥
。
何
其
多
能
也
。

子
貢
日
、
固
天
縦
之
将
聖
、
又
多
能
也
。
子
聞
之
日
、

大
宰
知
我
者
乎
。
吾
少
也
賤
。
故
多
能
郷
事
。
君
子
多

乎
哉
。
不
多
也
。
（
子
竿
篇
）

(
6
)
陳
子
禽
謂
子
貢
日
、
子
為
恭
也
。
仲
尼
登
賢
於
子
乎
。

子
貢
日
、
君
子
一
言
以
為
知
、
一
言
以
為
不
知
。
言
不

可
不
恨
也
。
夫
子
之
不
可
及
也
、
猶
天
之
不
可
階
而
升

也
。
夫
子
之
得
邦
家
者
、
所
謂
立
之
斯
立
、
道
之
斯
行
、

緩
之
斯
束
、
動
之
斯
和
、
其
生
也
榮
、
其
死
也
哀
。
如

之
何
其
可
及
也
。
（
子
張
篇
）

先
頭
の

(
4
)

に
お
い
て
、
子
貢
は
孔
子
を
「
仲
尼
日
月
也
」

と
、
太
陽
や
月
に
璧
え
て
い
る
。
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
み
て
も
、

天
空
に
輝
く
太
陽
や
月
を
土
足
で
踏
み
越
え
ら
れ
る
者
は
い
な
い
。

し
て
み
れ
ば
孔
子
を
非
難
す
る
行
為
な
ど
、
全
く
不
可
能
な
の
だ
。

こ
れ
に
引
き
替
え
他
の
賢
者
は
、
丘
陵
の
ご
と
き
存
在
に
過
ぎ
な

い
。
多
少
平
地
よ
り
高
く
は
な
っ
て
い
て
も
、
土
足
で
走
破
す
る

行
為
は
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
が
子
貢
の
論
理
で
あ
る
。
そ
う
で
あ

れ
ば
「
他
人
之
賢
者
」
の
一
人
で
あ
る
鄭
の
子
産
な
ど
、
孔
子
の

足
元
に
も
及
ば
な
い
の
は
当
然
で
、
『
君
子
為
證
』
が
「
賢
於
子
女

也
」
と
主
張
し
て
も
、
別
段
怪
し
む
に
足
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
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次
の

(
5
)

で
は
、
子
貢
は
孔
子
を
「
天
縦
之
将
聖
」
だ
と
主

張
す
る
。
す
な
わ
ち
孔
子
は
、
天
下
の
人
間
を
統
率
す
べ
く
、
上

天
か
ら
地
上
に
派
遣
さ
れ
た
聖
人
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

(
6
)

に

お
い
て
も
子
貢
は
孔
子
を
天
に
璧
え
、
決
し
て
及
ぶ
こ
と
の
で
き

な
い
至
高
の
存
在
だ
と
宣
伝
す
る
。
さ
ら
に
子
貢
は
、
孔
子
が
も

し
国
家
の
君
主
の
地
位
を
獲
得
す
れ
ば
、
理
想
的
統
治
が
実
現
す

る
は
ず
だ
と
ま
く
し
立
て
る
。

こ
の
よ
う
に
子
貢
は
、
学
団
外
の
人
物
か
ら
加
え
ら
れ
る
孔
子

批
判
に
対
抗
し
て
、
孔
子
を
天
だ
太
陽
だ
月
だ
聖
人
だ
と
喧
伝
し

て
回
る
役
割
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
れ

ば
、
『
君
子
為
證
』
の
中
で
、
孔
子
を
舜
•
萬
•
子
産
よ
り
も
優
れ

て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
の
が
子
貢
で
あ
る
の
も
、
単
な
る
偶
然

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

孔
子
の
在
世
中
か
ら
す
で
に
子
貢
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
て
い
た

孔
子
聖
人
化
の
動
き
は
、
孔
子
の
死
後
も
学
団
内
で
継
続
さ
れ
る
。

『
墨
子
』
公
孟
篇
に
は
そ
れ
を
証
明
す
る
記
述
が
あ
る
。

公
孟
子
謂
子
墨
子
日
、
昔
者
聖
王
之
列
也
、
上
聖
立
為
天
子
、

其
次
立
為
卿
大
夫
。
今
孔
子
博
於
詩
書
、
察
於
證
築
、
詳
於

萬
物
。
若
使
孔
子
営
聖
王
、
則
登
不
以
孔
子
為
天
子
哉
。
子

墨
子
日
、
夫
知
者
必
尊
天
事
鬼
愛
人
節
用
。
合
焉
為
知
突
。

今
子
日
、
孔
子
博
於
詩
書
、
察
於
證
栗
、
詳
於
萬
物
。
而
日
、

可
以
為
天
子
。
是
敷
人
之
歯
而
以
為
富
。

墨
子
は
孔
子
の
死
（
前
四
七
九
年
）
よ
り
三
十
年
ほ
ど
遅
れ
て

活
動
を
開
始
し
た
思
想
家
で
あ
る
か
ら
、
公
孟
子
は
孔
子
再
伝
か

三
伝
の
弟
子
と
考
え
ら
れ
る
（
注
14)
。
そ
の
公
孟
子
は
、
墨
子
に
次

の
よ
う
に
語
り
か
け
る
。
昔
、
聖
王
が
天
下
の
序
列
を
定
め
た
と

き
は
、
上
聖
の
ラ
ン
ク
の
人
物
を
天
子
に
任
命
し
、
そ
の
次
の
ラ

ン
ク
の
人
物
を
卿
や
大
夫
に
任
命
し
た
の
で
す
。
孔
子
は
『
詩
』

『
書
』
に
博
学
で
礼
や
楽
に
も
通
じ
、
万
物
に
も
博
識
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
も
し
孔
子
が
聖
王
の
御
代
に
生
ま
れ
て
い
れ
ば
、
発

が
舜
に
、
舜
が
萬
に
王
位
を
譲
っ
た
よ
う
に
、
ど
う
し
て
孔
子
を

天
子
に
任
命
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
や
。

こ
れ
に
対
し
て
墨
子
は
次
の
よ
う
に
応
ず
る
。
「
尊
天
事
鬼
愛
人

節
用
」
を
実
行
す
る
人
物
こ
そ
知
者
と
称
す
べ
き
で
す
。
今
あ
な

た
は
、
孔
子
は
『
詩
』
『
書
』
に
博
学
で
礼
や
楽
に
も
通
じ
、
万
物

に
も
博
識
だ
っ
た
か
ら
、
天
子
に
な
っ
て
然
る
べ
き
だ
っ
た
と
い

う
が
、
そ
れ
で
は
ま
る
で
、
他
人
の
貸
し
出
し
証
文
を
勘
定
し
て
、

自
分
の
財
産
だ
と
思
い
込
む
の
と
一
緒
じ
ゃ
な
い
か
。

そ
も
そ
も
『
詩
』
『
書
』
は
先
王
の
治
績
の
記
録
で
あ
る
。
礼
や

楽
も
ま
た
、
王
朝
を
創
建
し
た
先
王
が
創
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
万
物
は
天
地
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
他

人
の
製
作
物
に
詳
し
く
て
も
、
自
分
が
作
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
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い
。
そ
こ
で
墨
子
は
、
自
分
で
は
何
も
作
り
出
さ
な
か
っ
た
く
せ

に
、
他
人
の
業
績
に
詳
し
い
か
ら
天
子
に
な
っ
て
当
然
だ
と
言
い

張
る
の
は
、
他
人
の
証
文
を
数
え
上
げ
て
、
自
分
の
財
産
だ
と
錯

覚
す
る
の
と
同
じ
だ
と
皮
肉
っ
た
の
で
あ
る
。
公
孟
篇
の
記
述
は
、

今
ま
で
紹
介
し
た
資
料
の
中
で
、
初
め
て
孔
子
王
朝
が
実
現
す
べ

き
だ
っ
た
と
語
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

公
孟
子
の
後
に
続
く
の
は
、
孔
子
の
孫
の
子
思
や
そ
の
門
人
の

著
作
と
目
さ
れ
る
『
中
庸
』
で
あ
ろ
う
。
『
中
庸
』
の
編
述
者
は
、

「
仲
尼
祖
述
発
舜
、
憲
章
文
武
、
上
律
天
時
、
下
襲
水
土
。
辟
如

天
地
之
無
不
持
載
、
無
不
覆
輯
。
辟
如
四
時
之
錯
行
、
如
日
月
之

代
明
」
と
、
発
・
舜
・
文
•
武
の
道
を
祖
述
し
た
孔
子
を
天
地
・

四
時
・
日
月
に
璧
え
、
天
子
の
形
式
を
備
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
天
下
中
の
人
々
が
則
り
従
う
べ
き
道
標
・
法
則
と
し
て
君
臨

す
る
、
孔
子
の
王
者
と
し
て
の
偉
大
さ
を
顕
彰
す
る
。
編
述
者
の

意
図
は
、
孔
子
本
人
が
無
冠
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
発
・
舜
・

文
•
武
と
い
っ
た
古
代
先
王
の
列
に
自
ら
も
連
な
り
、
実
質
的
に

は
王
者
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

さ
ら
に
編
述
者
は
、
「
唯
天
下
至
誠
、
為
能
聰
明
容
知
、
足
以
有

臨
也
」
と
主
張
す
る
。
や
は
り
こ
の
場
合
も
編
述
者
の
意
図
は
、

天
下
の
至
誠
た
る
孔
子
に
の
み
、
真
に
天
子
と
し
て
天
下
に
君
臨

す
る
資
格
が
備
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
孔
子
は
実

質
的
に
王
者
で
あ
っ
た
と
す
る
点
に
あ
る
。

続
い
て
編
述
者
は
、
「
天
下
至
誠
」
で
あ
り
、
生
来
「
聰
明
聖
知
」

で
「
達
天
徳
者
」
で
あ
っ
た
孔
子
に
の
み
、
王
者
と
し
て
の
天
下

の
経
綸
が
可
能
で
あ
る
と
述
べ
る
。
も
と
よ
り
孔
子
が
王
者
と
し

て
君
臨
す
る
形
態
は
、
通
常
の
王
者
と
は
異
な
る
。
孔
子
は
無
位

無
冠
の
ま
ま
、
「
綬
綸
天
下
之
大
綬
、
立
天
下
之
大
本
、
知
天
地
之

化
育
」
と
、
永
遠
の
導
師
・
規
範
と
し
て
君
臨
す
る
。

こ
の
よ
う
な
孔
子
の
生
き
方
は
、
無
位
無
冠
な
る
歴
史
的
現
実

に
の
み
目
を
奪
わ
れ
る
な
ら
ば
、
暗
然
と
し
て
不
遇
で
あ
る
か
に

見
え
る
。
し
か
し
人
類
永
遠
の
道
標
・
法
則
と
し
て
君
臨
す
る
孔

子
の
偉
大
さ
は
、
「
君
子
之
道
、
闇
然
而
日
章
。
小
人
之
道
、
的
然

而
日
亡
」
と
、
時
の
経
過
に
つ
れ
て
そ
の
輝
き
を
増
し
続
け
、
王

者
と
し
て
の
真
の
姿
を
顕
現
し
始
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

次
に
編
述
者
は
、
無
冠
の
王
者
と
し
て
の
孔
子
の
統
治
形
態
を
説

明
す
る
。
君
子
は
号
令
や
賞
罰
と
い
っ
た
外
面
的
統
治
手
段
に
頼

ら
ず
、
己
の
内
面
的
徳
が
自
ず
と
外
界
に
発
露
•
顕
現
し
て
、
「
不

動
而
敬
、
不
言
而
信
」
と
、
無
為
•
無
言
の
ま
ま
統
治
す
る
形
態

を
取
る
。
そ
こ
で
、
「
君
子
不
賞
而
民
勧
、
不
怒
而
民
威
於
鉄
絨
」

と
、
天
子
の
位
に
就
い
て
斧
絨
の
威
力
を
背
景
に
天
下
に
号
令
す

る
こ
と
の
な
か
っ
た
孔
子
は
、
一
見
天
子
と
し
て
天
下
に
君
臨
し

な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は
百
君
が
則
る
べ
き
法
則

と
し
て
、
「
不
大
替
以
色
」
「
君
子
篤
恭
而
天
下
平
」
と
い
っ
た
沈

黙
の
徳
治
を
行
っ
て
い
た
と
。
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『
中
庸
』
全
体
の
編
述
意
図
は
、
受
命
な
き
聖
人
た
る
孔
子
を

無
冠
の
王
者
だ
と
主
張
す
る
点
に
あ
る
。
孔
子
の
直
系
を
自
負
す

る
子
思
学
派
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
と
り
わ
け
切
実
な
意
義
を
有
す

る
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
こ
う
し
た
形
で
孔
子
を
聖
人
化
し
、
孔

子
を
王
者
だ
と
偽
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
注
15)o

『
中
庸
』
の
後
に
続
く
の
は
、
子
思
の
門
人
に
学
ん
だ
孟
子
で

あ
る
。
迂
遠
な
表
現
形
態
を
取
る
『
中
庸
』
に
比
べ
、
孟
子
は
よ

り
明
快
な
口
調
で
孔
子
王
者
説
を
主
張
し
て
い
る
。

伯
夷
伊
手
於
孔
子
、
若
是
班
乎
。
日
、
否
。
自
有
生
民
以
束
、

未
有
孔
子
也
。
日
、
然
則
有
同
典
。
日
、
有
。
得
百
里
之
地

而
君
之
、
皆
能
以
朝
諸
侯
有
天
下
。
行
一
不
義
、
殺
一
不
寧

而
得
天
下
、
皆
不
為
也
。
是
則
同
。
日
、
敢
問
其
所
以
異
゜

日
、
宰
我
子
貢
有
若
、
智
足
以
知
聖
人
、
汗
不
至
阿
其
所
好
。

宰
我
日
、
以
予
観
於
夫
子
、
賢
於
発
舜
遠
突
。
子
貢
日
、
見

其
證
而
知
其
政
、
聞
其
楽
而
知
其
徳
。
由
百
世
之
後
、
等
百

世
之
王
、
莫
之
能
違
也
。
自
生
民
以
束
、
未
有
夫
子
也
。
有

若
日
、
登
惟
民
哉
。
麒
麟
之
於
走
獣
、
鳳
凰
之
於
飛
鳥
、
泰

山
之
於
丘
座
、
河
海
之
於
行
涼
、
類
也
。
聖
人
之
於
民
、
亦

類
也
。
出
於
其
類
、
抜
乎
其
莱
、
民
以
来
、
未
有
盛
於

孔
子
也
。
（
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
）

孟
子
は
宰
我
•
子
貢
•
有
若
の
口
を
借
り
、
孔
子
こ
そ
は
発
・

舜
を
も
遥
か
に
凌
ぐ
聖
人
の
中
の
聖
人
で
あ
り
、
人
類
の
誕
生
以

来
、
他
に
比
類
な
き
人
物
だ
と
絶
賛
す
る
。
『
君
子
為
證
』
は
孔
子

を
萬
や
舜
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
し
て
い
た
が
、
孟
子
は
さ
ら
に

過
激
の
度
を
増
し
、
理
由
を
一
切
示
さ
ぬ
ま
ま
、
「
賢
於
発
舜
遠
突
」

と
、
孔
子
は
発
・
舜
な
ん
か
よ
り
も
遥
か
に
優
れ
て
い
る
と
断
言

す
る
。
そ
も
そ
も
孔
子
が
、
人
類
誕
生
以
来
飛
び
抜
け
て
最
高
の

存
在
な
の
で
あ
れ
ば
、
も
と
よ
り
い
か
な
る
先
王
も
、
百
世
の
後

王
た
ち
の
規
範
で
あ
る
孔
子
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
の
は
、
理
の

当
然
で
あ
る
。

孟
子
は
ま
た
、
伯
夷
•
伊
手
・
孔
子
の
三
者
は
、
百
里
四
方
の

領
地
を
得
て
君
主
の
地
位
に
さ
え
あ
れ
ば
、
諸
侯
た
ち
を
自
国
に

入
朝
さ
せ
て
天
子
と
な
り
、
自
分
の
王
朝
を
樹
立
で
き
た
の
だ
と

も
言
う
。
百
里
（
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
四
方
の
国
と
は
、
一
っ

の
城
邑
と
そ
の
周
囲
で
成
立
す
る
程
度
の
、
当
時
に
あ
っ
て
は
全

く
の
小
国
家
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
、
も
し
孔
子
が
そ
の
小
国
の
君

主
の
地
位
を
獲
得
す
れ
ば
、
必
ず
や
諸
侯
た
ち
は
孔
子
の
徳
を
慕

い
、
周
を
王
室
と
し
て
き
た
従
前
の
態
度
を
一
変
さ
せ
、
今
度
は

競
っ
て
孔
子
の
朝
廷
に
入
朝
す
る
。
そ
の
時
点
で
周
王
朝
は
廃
絶

さ
れ
て
新
た
に
孔
子
王
朝
が
成
立
し
、
孔
子
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
天

子
と
し
て
天
下
を
所
有
す
る
。
こ
れ
が
孟
子
が
説
く
孔
子
王
朝
成

立
の
筋
書
き
で
あ
る
。
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し
か
ら
ば
孔
子
は
、
天
子
と
な
る
べ
き
い
か
な
る
資
格
を
備
え

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
孟
子
は
そ
れ
を
「
孔
子
憚
作
春
秋
。
春

秋
天
子
之
事
也
。
是
故
孔
子
日
、
知
我
者
、
其
惟
春
秋
乎
゜
罪
我

者
、
其
惟
春
秋
乎
」
（
『
孟
子
』
膝
文
公
下
篇
）
と
説
明
す
る
。
つ

ま
り
、
本
来
「
天
子
之
事
」
で
あ
る
『
春
秋
』
を
孔
子
が
著
作
し

た
か
ら
、
孔
子
に
は
天
子
に
な
る
資
格
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
さ
ら
に
孟
子
は
、
「
由
文
王
至
於
孔
子
、
五
百
有
餘
歳
」
（
『
孟

子
』
尽
心
下
篇
）
「
五
百
年
必
有
王
者
興
。
其
間
必
有
名
世
者
」
（
『
孟

子
』
公
孫
丑
下
篇
）
と
も
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
五
百
年
周
期
で

新
た
な
王
者
が
興
起
し
、
王
朝
が
交
替
す
る
と
の
暦
運
の
法
則
が

あ
り
、
周
王
朝
が
創
建
さ
れ
て
か
ら
五
百
年
後
に
現
れ
た
孔
子
こ

そ
、
周
に
代
わ
る
新
王
朝
を
創
建
す
べ
き
王
者
だ
っ
た
と
い
う
の

で
あ
る
（
注
16)o

こ
こ
ま
で
資
格
が
備
わ
っ
て
い
る
以
上
、
ど
こ
か
の
君
主
が
孔

子
に
心
服
し
て
国
家
を
譲
る
と
か
、
せ
め
て
領
土
の
一
部
を
割
い

て
孔
子
に
君
主
の
地
位
を
与
え
る
と
か
、
何
ら
か
の
形
で
手
が
か

り
と
な
る
君
主
の
地
位
さ
え
手
に
入
れ
ば
、
後
は
孔
子
の
偉
大
な

徳
の
力
が
、
自
ず
と
孔
子
王
朝
を
成
立
さ
せ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

だ
が
歴
史
的
現
実
と
し
て
は
孔
子
王
朝
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
く
、

天
子
ど
こ
ろ
か
、
孔
子
は
一
介
の
匹
夫
と
し
て
落
塊
の
人
生
を
終

え
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
孟
子
は
そ
の
原
因
を
次
の
よ
う
に
説
明

す
る
。

匹
夫
而
有
天
下
者
、
徳
必
若
舜
萬
、
而
又
有
天
子
薦
之
者
。

故
仲
尼
不
有
天
下
。
（
『
孟
子
』
万
章
上
篇
）

孟
子
は
、
孔
子
王
朝
が
成
立
し
な
か
っ
た
原
因
は
、
天
子
の
推
薦

が
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
言
う
。
こ
れ
は
、
「
若
使
孔
子
嘗
聖
王
、
則

登
不
以
孔
子
為
天
子
哉
」
と
し
て
い
た
公
孟
子
と
同
じ
理
屈
で
あ

る。
孟
子
の
後
を
受
け
て
戦
国
後
期
（
前
二
八
二

S
前
ニ
ニ
―
年
）

に
活
動
し
た
荀
子
は
、
孔
子
の
偉
大
さ
を
次
の
よ
う
に
顕
彰
す
る
。

無
置
錐
之
地
、
而
王
公
不
能
典
之
争
名
。
在
一
大
夫
之
位
、

則
一
君
不
能
獨
畜
、
一
國
不
能
獨
容
。
成
名
況
乎
諸
侯
、
莫

不
願
以
為
臣
。
是
聖
人
之
不
得
執
者
也
。
仲
尼
子
弓
是
也
。
（
『
荀

子
』
非
十
二
子
篇
）

孔
子
仁
知
且
不
蔽
。
故
學
乱
術
、
足
以
為
先
王
者
也
。
一
家

得
周
道
、
翠
而
用
之
。
不
蔽
於
成
績
也
。
故
徳
興
周
公
齊
、

名
奥
三
王
並
。
（
『
荀
子
』
解
蔽
篇
）

荀
子
は
、
孔
子
は
錐
を
立
て
る
ほ
ど
の
領
地
す
ら
持
た
な
か
っ

た
の
に
、
い
か
な
る
王
公
も
孔
子
と
名
声
を
競
う
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
と
、
名
声
の
獲
得
を
基
準
に
、
現
世
で
の
序
列
を
逆
転
さ
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せ
よ
う
と
す
る
。
ま
た
孔
子
の
徳
は
周
公
旦
と
等
し
く
、
名
声
は

萬
•
湯
・
文
•
武
に
匹
敵
し
た
と
し
て
、
孔
子
を
先
王
と
同
格
に

扱
う
。
こ
の
よ
う
に
荀
子
も
、
孔
子
と
先
王
を
比
較
し
て
は
い
る

の
だ
が
、
孟
子
の
よ
う
に
孔
子
は
党
・
舜
を
遥
か
に
凌
ぐ
と
ま
で

は
主
張
し
な
い
。
そ
も
そ
も
荀
子
に
お
い
て
は
、
孔
子
崇
敬
の
念

が
孟
子
ほ
ど
に
は
強
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
荀
子
』
に
は
、
『
孟

子
』
の
よ
う
に
孔
子
王
朝
の
成
立
を
夢
想
す
る
思
考
は
見
ら
れ
な

、。
＇＞ 

こ
う
し
た
荀
子
自
身
の
姿
勢
を
反
映
し
て
か
、
後
学
の
手
に
な

る
甕
問
篇
で
は
、
「
為
説
者
日
、
孫
卿
不
及
孔
子
。
是
不
然
」
「
観

其
善
行
、
孔
子
弗
過
」
「
天
下
不
治
、
孫
卿
不
遇
時
也
。
徳
若
党

萬
、
世
少
知
之
」
「
嗚
呼
賢
哉
、
宜
為
帝
王
、
天
下
不
知
」
と
、
孔

子
へ
の
対
抗
心
か
ら
、
荀
子
こ
そ
が
帝
王
と
な
っ
て
荀
子
王
朝
を

創
建
す
べ
き
だ
っ
た
の
だ
と
語
ら
れ
る
。

荀
子
の
活
動
時
期
と
ほ
ぽ
同
じ
こ
ろ
、
荘
周
の
後
学
た
ち
は
「
素

王
」
な
る
語
を
用
い
始
め
る
。
伝
世
文
献
の
中
で
最
も
早
く
「
素

王
」
の
語
が
見
え
る
の
は
、
次
に
示
す
『
荘
子
』
天
道
篇
で
あ
る
。

夫
虚
静
括
淡
寂
漠
元
為
者
、
萬
物
之
本
也
。
明
此
以
南
郷
、

党
之
為
君
也
。
明
此
以
北
面
、
舜
之
為
臣
也
。
以
此
慮
上
、

帝
王
天
子
之
徳
也
。
以
此
慮
下
、
玄
聖
素
王
之
道
也
。

天
道
篇
の
作
者
は
、
万
物
の
根
本
が
「
虚
静
括
淡
寂
漠
元
為
」
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
認
識
し
な
が
ら
、
天
下
に
君
臨
す
る
の
が
帝

王
・
天
子
の
徳
で
あ
り
、
そ
れ
を
明
確
に
認
識
し
な
が
ら
も
、
一

介
の
庶
人
で
い
る
の
が
玄
聖
・
素
王
の
道
だ
と
言
う
。
こ
う
し
た

内
容
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
「
玄
聖
」
や
「
素
王
」
の
語
は
、
も
と
も

と
荘
周
後
学
に
よ
る
造
語
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、

あ
く
ま
で
も
伝
世
文
献
の
範
囲
内
で
の
推
測
で
あ
っ
て
、
こ
れ
以

前
か
ら
す
で
に
「
玄
聖
」
や
「
素
王
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た

可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。

漢
代
に
入
る
と
、
先
に
紹
介
し
て
き
た
孔
子
王
朝
が
実
現
す
べ

き
だ
っ
た
と
す
る
考
え
と
、
こ
の
「
素
王
」
概
念
が
春
秋
公
羊
学

に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
、
孔
子
素
王
説
が
明
確
な
形
で
唱
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

太
史
公
日
、
余
聞
菫
生
。
日
、
周
道
衰
廂
、
孔
子
為
魯
司
寇
、

諸
侯
害
之
、
大
夫
塑
之
。
孔
子
知
言
之
不
用
、
道
之
不
行
也
、

是
非
二
百
四
十
二
年
之
中
、
以
為
天
下
儀
表
。
貶
天
子
、
退

諸
侯
、
討
大
夫
、
以
達
王
事
而
已
突
。
（
『
史
記
』
太
史
公
自

序）孔
子
作
春
秋
、
先
正
王
而
繋
萬
事
、
見
素
王
之
文
焉
。
（
『
漢

董
仲
舒
伝
）
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司
馬
遷
は
董
仲
舒
か
ら
、
孔
子
は
『
春
秋
』
に
一
字
褒
貶
の
筆
誅

を
加
え
、
天
子
を
貶
め
、
諸
侯
を
退
け
、
大
夫
を
討
っ
て
王
者
の

事
業
を
達
成
し
た
と
聞
か
さ
れ
た
と
記
す
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ

う
に
董
仲
舒
自
身
も
、
武
帝
の
策
問
に
応
じ
た
天
人
対
策
の
中
で
、

孔
子
は
『
春
秋
』
に
素
王
の
文
章
を
開
示
し
た
と
述
べ
る
。
こ
こ

に
至
り
、
孔
子
は
素
王
と
し
て
孔
子
王
朝
を
開
き
、
王
者
と
し
て

君
臨
し
て
い
た
と
す
る
孔
子
素
王
説
は
完
成
を
見
る
（
注
げ
）

0

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
孔
子
素
王
説
は
、
①
孔
子
は
先
王
よ

り
も
優
れ
て
い
た
、
②
先
王
は
王
朝
を
創
始
し
た
の
だ
か
ら
、
当

然
孔
子
も
王
朝
の
開
祖
と
な
る
べ
き
だ
っ
た
、
③
そ
れ
な
の
に
な

ぜ
孔
子
王
朝
は
実
現
し
な
か
っ
た
の
か
、
④
そ
の
原
因
は
孔
子
が

君
主
で
は
な
く
、
ま
た
天
子
の
推
薦
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
、
⑤
だ

が
実
は
素
王
と
し
て
君
臨
し
、
孔
子
王
朝
が
実
現
し
て
い
た
、
と

の
順
序
で
形
成
さ
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

も
と
よ
り
こ
の
理
論
化
は
直
線
的
に
進
行
し
た
の
で
は
な
く
、

行
き
つ
戻
り
つ
や
曲
折
を
経
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
孔
子
に
天

子
の
資
格
を
与
え
る
試
み
も
一
様
で
は
な
く
、
『
詩
』
『
書
』
を
編

集
し
た
と
か
、
『
春
秋
』
を
著
作
し
た
と
か
、
暦
運
の
理
法
と
か
、

名
声
で
は
先
王
と
並
ぶ
と
か
、
天
や
日
月
に
等
し
い
人
類
最
高
の

存
在
だ
と
か
、
理
由
付
け
の
手
法
も
様
々
で
あ
る
。

前
記
の
①

S
⑤
の
中
、
④
と
⑤
の
間
に
は
か
な
り
の
飛
躍
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
孔
子
王
朝
が
実
現
し
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
と

怨
む
次
元
と
、
実
は
素
王
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
の
だ
と
妄
想
す

る
次
元
と
の
間
に
は
、
相
当
の
開
き
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
孔

子
は
永
遠
の
道
標
・
法
則
と
し
て
沈
黙
の
統
治
を
行
っ
て
い
た
と

す
る
『
中
庸
』
の
発
想
と
、
孔
子
は
『
春
秋
』
を
作
っ
て
王
者
に

な
っ
た
と
す
る
公
羊
学
の
立
場
が
、
「
素
王
」
概
念
を
媒
介
に
結
合

し
て
劇
的
な
変
化
を
生
じ
、
孔
子
素
王
説
の
完
成
に
至
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
経
緯
の
上
に
『
君
子
為
證
』
を
置
い
て
み
る
と
、
『
君

子
為
證
』
は
孔
子
は
先
王
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
す
る
①
の
段
階

に
あ
り
、
資
格
を
与
え
る
理
由
付
け
と
し
て
は
、
『
詩
』
『
書
』
を

編
集
し
た
と
す
る
方
策
を
採
っ
て
い
る
。
ま
た
孔
子
に
架
空
の
治

績
を
捏
造
し
た
点
は
、
孔
子
を
素
王
と
し
て
君
臨
さ
せ
る
発
想
の

萌
芽
的
形
態
と
言
え
よ
う
。
上
博
楚
簡
は
戦
国
中
期
（
前
三
四
二

S
前
二
八
二
年
）
、
前
三

0
0
年
頃
の
写
本
で
あ
り
、
原
著
の
成
立

時
期
は
そ
れ
を
か
な
り
遡
る
（
注
18)°

し
た
が
っ
て
今
回
の
『
君
子

為
證
』
の
発
見
に
よ
っ
て
、
我
々
は
孔
子
素
王
説
の
原
型
が
、
春

秋
末
か
ら
戦
国
前
期
（
前
四

0
三
S
前
三
四
三
年
）
に
か
け
て
、

す
で
に
儒
家
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ

る（注
19)o

も
と
よ
り
孔
子
批
判
に
対
抗
せ
ん
と
し
た
子
貢
の
宣
伝
活
動
や
、

「
子
疾
病
。
子
路
使
門
人
為
臣
」
（
『
論
語
』
子
竿
篇
）
と
孔
子
を

君
主
と
し
て
葬
ら
ん
と
し
た
子
路
の
偽
装
工
作
は
、
そ
の
先
縦
で
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(
1
)
原
文
は
「
脆
」
。
釈
文
は
「
惰
」
に
隷
定
す
る
が
、
『
季
康
子
問
於

孔
子
』
に
「
腟
」
と
「
肥
」
を
対
比
す
る
例
が
あ
る
と
す
る
陳
剣
《
談

談
《
上
博
（
五
）
》
的
竹
簡
分
篇
・
併
合
与
編
聯
問
題
》
（
武
漢
大
学

簡
吊
研
究
中
心
•
簡
吊
網

2

0

0

 6年
2
月
1
9
日
）
の
指
摘
に
従

っ
て
、
「
脊
」
に
隷
定
し
た
。

(
2
)
9
A
の
末
尾
に
「
也
」
字
を
、

4
の
冒
頭
に
「
顔
」
字
を
補
っ
た
。

(
3
)
竹
簡
が
不
鮮
明
な
た
め
釈
文
は
未
釈
字
と
し
て
い
る
が
、
後
文
と

の
対
応
か
ら
「
能
」
字
を
補
っ
た
。

(
4
)
竹
簡
が
不
鮮
明
な
た
め
釈
文
は
未
釈
字
と
し
て
い
る
が
、
「
則
」
字

を
補
っ
た
。

(
5
)
釈
文
は
苦
痛
の
意
に
取
る
が
、
前
の
句
と
の
対
応
か
ら
肩
を
怒
ら

す
意
に
解
釈
し
た
。

(
6
)
釈
文
は
安
静
の
意
に
取
る
が
、
『
論
語
』
八
伶
篇
に
「
巧
笑
偕
分
、

美
目
扮
分
」
と
あ
る
の
で
、
微
笑
の
意
に
取
っ
た
。

注

あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
「
子
日
、
管
仲
之
器
小
哉
」
（
『
論
語
』

八
伯
篇
）
「
如
有
用
我
者
、
吾
其
為
東
周
乎
」
（
『
論
語
』
陽
貨
篇
）

と
か
「
子
日
、
薙
也
可
使
南
面
」
（
『
論
語
』
苑
也
篇
）
と
揚
言
し

て
憚
ら
な
い
孔
子
の
体
質
そ
の
も
の
の
中
に
、
後
に
孔
子
素
王
説

を
生
み
出
す
べ
き
種
子
が
宿
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
7
)
後
文
と
の
対
応
か
ら
「
其
在
」
二
字
を
補
っ
た
。

(
8
)
原
文
は
「
行
子
人
子
羽
」
で
あ
る
が
、
最
初
の
「
子
J

は
術
字
だ

と
思
わ
れ
る
の
で
除
い
た
。
行
人
子
羽
は
、
子
産
と
同
時
代
の
公
孫

揮
を
指
す
。
公
孫
揮
に
つ
い
て
は
、
『
左
伝
』
に
「
鄭
行
人
公
孫
揮
如

晉
聘
。
程
鄭
問
焉
日
、
敢
問
降
階
何
由
。
子
羽
不
能
封
」
（
襄
公
二
十

四
年
・
前
五
四
九
年
）
「
公
固
予
之
。
乃
受
三
邑
。
公
孫
揮
日
、
子
産

其
将
知
政
突
。
譲
不
失
證
」
（
襄
公
二
十
六
年
・
前
五
四
七
年
）
と
か
、

「
於
子
嬌
之
卒
也
、
将
葬
、
公
孫
揮
輿
神
爾
晨
會
事
焉
。
過
伯
有
氏
、

其
門
上
生
苓
。
子
苅
日
、
其
芳
猶
在
乎
」
（
襄
公
三
十
年
・
前
五
四
三

年
）
「
文
子
入
聘
。
子
羽
為
行
人
、
喝
簡
子
輿
子
大
叔
逆
客
」
「
公
孫

揮
能
知
四
國
之
為
、
而
緋
於
其
大
夫
之
族
姓
班
位
貴
賤
能
否
、
而
又

善
為
辞
令
」
「
子
産
乃
問
四
國
之
為
於
子
羽
、
且
使
多
為
辞
令
」
（
襄

公
三
十
一
年
・
前
五
四
二
年
）
な
ど
と
記
述
が
見
え
る
。
『
左
伝
』
に

よ
っ
て
子
羽
の
活
動
が
確
認
で
き
る
の
は
、
襄
公
三
十
一
年
（
前
五

四
二
年
）
が
最
後
で
あ
る
。
一
方
、
孔
子
は
前
五
五
二
年
に
生
ま
れ
、

前
四
七
九
年
に
没
し
た
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
子
羽
と
孔
子
の
人

生
は
確
か
に
重
な
っ
て
は
い
る
が
、
と
も
に
生
き
た
期
間
は
、
長
く

見
積
も
っ
て
も
せ
い
ぜ
い
二
十
年
前
後
で
あ
ろ
う
。
ま
た
子
羽
が
子

貢
に
対
し
て
、
仲
尼
と
鄭
の
子
産
と
は
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
か
と

訊
ね
る
設
定
は
、
孔
子
の
名
声
が
す
で
に
天
下
に
知
れ
渡
っ
て
い
る

状
況
を
前
提
に
し
て
い
る
か
ら
、
問
答
が
行
わ
れ
た
の
は
、
孔
子
が

壮
年
を
迎
え
た
時
期
以
降
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
と
す
れ
ば
、
子
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羽
が
子
貢
に
孔
子
と
子
産
の
優
劣
を
問
う
設
定
に
は
無
理
が
あ
り
、

実
際
に
こ
う
し
た
問
答
が
行
わ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
。

(
9
)
第
十
四
簡
の
「
然
則
賢
於
萬
也
」
と
の
対
応
か
ら
「
賢
於
子
産
」

の
四
字
を
補
っ
た
。

(10)
第
十
三
簡
下
端
と
第
十
六
簡
上
端
の
破
断
面
は
形
状
が
符
合
す
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
両
者
は
直
接
に
接
合
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(11)
釈
文
は
未
釈
字
と
し
て
い
る
が
、
「
輿
」
字
に
隷
定
し
た
。

(12)

「
以
吾
従
大
夫
之
後
、
不
可
徒
行
也
」
（
先
進
篇
）
「
以
吾
従
大
夫
之

後
、
不
敢
不
告
也
」
（
憲
問
篇
）
。

(13)
『
荘
子
』
天
運
篇
に
は
「
丘
治
詩
書
證
栗
易
春
秋
六
経
」
と
あ
り
、

郭
店
楚
簡
『
語
叢
』
一
に
は
「
易
所
以
會
天
道
人
道
也
」
「
春
秋
所
以

會
古
今
之
事
也
」
と
あ
る
。

(14)
墨
子
の
活
動
時
期
は
前
四
五

0
年
頃
か
ら
前
三
九

0
年
頃
と
推
定

さ
れ
る
。
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
墨
子
』
（
講
談
社
学

術
文
庫
・
一
九
九
八
年
）
の
「
解
説
」
参
照
。

(15)
こ
う
し
た
『
中
庸
』
の
編
述
意
図
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
孔

子
神
話
』
（
岩
波
書
店
・
一
九
九
七
年
）
第
三
章
2

「
『
中
庸
』
に
お

け
る
孔
子
の
聖
人
化
」
参
照
。

(16)

こ
の
点
の
詳
細
は
、
拙
著
『
孔
子
神
話
』
第
三
章
3

「
孟
子
に
よ

る
孔
子
王
者
説
と
春
秋
著
作
説
」
参
照
。

(17)

こ
の
点
の
詳
細
は
、
拙
著
『
孔
子
神
話
』
第
四
章
3

「
蓋
仲
舒
の

孔
子
素
王
説
」
、
及
び
第
五
章
3

「
緯
書
と
孔
子
素
王
説
」
参
照
。

(18)
上
博
楚
簡
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
浅
野
裕
一
編
『
竹
簡
が
語
る
古

代
中
国
思
想
ー
上
博
楚
簡
研
究
ー
』
（
汲
古
選
書
42
．
汲
古
書
院
・
ニ

0
0
五
年
）
「
ま
え
が
き
」
参
照
。

(
1
9
)徐
少
華
「
論
《
上
博
五
•
君
子
為
礼
》
的
編
聯
輿
本
文
結
構
」
（
新

出
楚
簡
國
際
學
術
研
討
會
．
會
謡
論
文
集
（
上
博
簡
巻
）
中
国
・
武

漢
・
ニ

0
0
六
年
六
月
）
は
、
『
君
子
為
證
』
の
内
容
は
各
学
派
の
対

立
が
激
化
し
た
戦
国
中
晩
期
の
状
況
を
反
映
し
た
産
物
だ
と
結
論
づ

け
る
。
だ
が
『
君
子
為
證
』
の
原
著
が
戦
国
中
晩
期
の
状
況
を
承
け

て
著
作
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
上
博
楚
簡
『
君
子
為
證
』
の
書
写
年

代
は
秦
漢
期
と
な
ろ
う
。
こ
れ
は
前
述
し
た
考
古
学
的
知
見
と
は
、

全
く
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
到
底
成
り
立
た
な
い
。

附
記
：
小
論
は
、
湯
浅
邦
弘
教
授
（
大
阪
大
学
）
を
研
究
代
表
者
と

す
る
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
・
科
学
研
究
費
補
助
金
・

基
盤

B

「
戦
国
楚
簡
の
総
合
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
．

部
で
あ
る

(75) 




